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Ⅰ 新技術の解説 
１ 要旨 

「ふくしまの恵みイレブン」に位置付けられているトマトの含有する栄養成分等の基礎データ
の取得と、その「見える化」に取り組んだ。 
本研究では、トマトに含まれるアミノ酸について、部位別による含有量を測定し、その局在を

可視化した。アミノ酸の中でも、グルタミン酸は「おいしさ」を感じるうまみ成分の一つであり、
また、GABA は神経伝達物質の一つで、血圧降下作用や精神の安定化(抗ストレス)作用等の生理
作用が報告されている。 
各成分の定量値とイメージング画像を合わせて示すことによって、トマトのおいしさや機能性

等について視覚的に PRすることが可能となる。 
                                                                                                                          
（１） 測定には夏秋トマトの旬の時期のもので、完熟したものを用いた。 
（２） トマトについて部位別にアミノ酸組成を測定した結果、各部位ともグルタミン酸、GABA、

グルタミン、アスパラギン酸が多く含まれていた(図 1)。 
（３） グルタミン酸と GABA のイメージング質量分析の結果、局在は定量値と同様の傾向が見ら

れ、グルタミン酸は特に種子周辺のゼリー状になっている子室組織に多く、GABA は子室
組織と胎座部に局在することが明らかとなった(図 2)。 

 
２ 期待される効果 

消費者向けの PRパンフレット等への活用により、おいしさや機能性を視覚的に訴えることがで
きる。 

 

３ 適用範囲 
行政機関、生産者団体、一般消費者等 

 

４ 普及上の留意点 

品種や産地、貯蔵期間によって含有量に差が出る場合がある。 
  



   
Ⅱ 具体的データ等 
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※国立大学法人福島大学物品一時使用内規に基づき、超高速食品機能成分質量イメージング装置
を利用した。 

 
図 1 トマトの部位別各アミノ酸含量 
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図 2 トマトに含まれるグルタミン酸とGABAの局在   
（a）トマトの測定断面(縦切り) 
（b）グルタミン酸の局在を黄色で表示(少  多) 
（c）GABAの局在を緑色で表示(少  多)  


